
上方長波放射計

上方日射計
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４要素放射収支計

▼各一対の日射計と長波放射計、４要素で放射収支測定

▼測定波長範囲０.３μｍ～４５.０μｍ

▼結露防止用シリカゲルカートリッジ内蔵（交換可能）

▼長期使用に耐える堅牢な構造、Ｍ１２コネクタ接続

ＬＰＮＥＴ１４は波長範囲０.３μｍから４５.０μｍまでの正味放射量（放射収

支）を測定する４要素放射収支計です。

ＬＰＮＥＴ１４は一対の全天日射計（ひとつは全天日射量ＥＳＷ↓、もう一方は

地表反射太陽放射量ＥＳＷ↑用）および一対の長波（夜間）放射計（ひとつ

は天空からの赤外放射ＥＦＩＲ↓、もう一方は地表からの赤外放射ＥＦＩＲ↑）で

構成されています。

また、ＬＰＮＥＴ１４は温度センサ（ＮＴＣ）を内蔵しています。赤外（長波）放

射量はサーモパイルの出力と、この内蔵された温度センサによって得ら

れる放射収支計本体の温度から算出されます。

放射収支計ＬＰＮＥＴ１４は過酷な気象条件においても長期屋外使用に

耐えるよう設計、製作されています。

■テクニカルデータ

■全天日射計　ＩＳＯ９０６０：２０１８準拠クラスＣ全天日射計

　代表感度 ５～１５μＶ/（Ｗ/ｍ２）

　インピーダンス ３３～４５Ω

　測定範囲 ０～２０００Ｗ/ｍ２

　視角 ２πｓｒ

　�スペクトル範囲（ガ
ラスドーム透過）

３００～２８００ｎｍ（５０％）
３３５～２２００ｎｍ（９５％）

■長波放射計

　代表感度 ５～１０μＶ/（Ｗ/ｍ２）

　インピーダンス ３３～４５Ω

　測定範囲 -３００～＋３００Ｗ/ｍ２

　視角 １６０°

　スペクトル範囲 ５.５～４５.０μｍ（５０％）

■一般仕様

　動作温度 -４０～＋８０℃

　材質

ハウジング/支持ロッド：アルマイト
スクリーン：ＡＳＡ
日射計のガラスドーム：光学ガラス
長波放射計の入射窓：シリコン
シリカゲル収納部カバー：ポリカーボネート
鳥よけスパイク：ステンレススチール

　保護等級 ＩＰ６５

■ご注文コード

ＬＰＮＥＴ１４ ４要素放射収支計、φ１６ｍｍ×Ｌ４００ｍｍ支持ロッド、
鳥よけ２本、気泡水準器付、予備乾燥剤５セット（カート
リッジ２個＋マーカー１個）、８極Ｍ１２コネクタ（２個、センセ
カ社製オプションケーブルをご購入されない場合のみ）、
校正成績書付

アクセサリ：
ＬＰＧ２ 予備乾燥剤５セット（各セットには次が含まれます：

カートリッジ２個＋マーカー１個）
ＣＰＭ１２ＡＡ８Ｎ.５ ８極Ｍ１２コネクタ付耐ＵＶケーブル、Ｌ＝５ｍ
ＣＰＭ１２ＡＡ８Ｎ.１０ ８極Ｍ１２コネクタ付耐ＵＶケーブル、Ｌ＝１０ｍ

全天日射計は表面が艶消しの黒色に加工されたサーモパイルセンサを使用しており、

太陽放射の波長によらないほぼ均一な測定を可能にしています。全天日射計のスペクト

ル範囲はガラスドームの透過率によって規定されます（Ｆｉｇ.１参照）。

放射エネルギーは黒色サーモパイルの表面で吸収または放射され、サーモパイルの

中心部（温接点）と日射計の筐体（冷接点）との間に温度差を作り出します。温接点と冷

接点の間の温度差はゼーベック効果により電位差に変換されます。

長波放射計の温度が、長波放射計によって枠取りされた天空の放射温度よりも高い場

合、サーモパイルはエネルギーを放射し、出力信号はネガティブになります（晴天時の

代表的な状態）。これと逆に、長波放射計の温度が、長波放射計によって枠取りされた

天空の放射温度よりも低い場合は、出力信号はポジティブになります（曇天時の代表

的な状態）。

■動作原理

Ｆｉｇ.１　センセカ社全天日射計のスペクトル範囲 Ｆｉｇ.２　シリコンウィンドウの透過率
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